













































になった。明治 43 年、台湾医学会の 12 月例会において、総督府民政部衛生課長高木友枝
は、｢マラリヤ ノ予防法ニ就テ｣ と題して講演し、｢明年度ヨリマラリヤ 予防撲滅
ヲ致シマス場所及ビ方法等ニ就キマシテ決定イタシマシタ｣ と述べ、総督府の方針として、
 35 『大正一〇年　台湾総督府公文類纂　一五年保存一』第 21 案件。
 36 『明治三一年　台湾総督府公文類纂　一五年保存一四』第 1 案件。












































 39 『台湾医学会雑誌』100・101、1911 年。
 40 『明治四五年　台湾総督府公文類纂　一五年保存四』第 4 案件。










































 42 『大正八年　台湾総督府公文類纂　永久保存一七』第 15 案件。
 43 『台湾医学会雑誌』34-1（358）1935 年。
 44 「マラリアはどうして防遏されたか──下村八五郎博士の苦心談｣『部報』1941 年 2 月 1 日号。
